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Abstract 
 The impact hazard of small solar system bodies is an important problem that human being should address. 
COPUOS (Committee on the Peaceful Uses of Outer Space) in the UN (United Nation) starts to discuss 
how we protect ourselves from the impact. One of the actions is a discovery of NEO (Near Earth Object). 
Most NEOs have been discovered by the observatory in the US. The follow-up observation is also 
important to deduce the accurate orbit of NEOs. However, enough follow-up observations were not 
conducted in the Asia-Pacific region. We established the APAON (Asia-Pacific Asteroid Observation 
Network) to encourage the asteroid observations in the Asia-Pacific region. Now, the institutes in the 
eleven countries and regions take part in the APAON. The activity of the APAON will help the spaceguard.    
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１	 背景と目的 
	 太陽系小天体の地球衝突問題への対策(スペースガ

ード)は、人類が取り組むべき重要な課題であり、国連

においてもその方策が議論されてきた[1]。特に、2013

年 2 月のロシア・チェリャビンスク州への隕石落下に

より、スペースガードの重要性が再び強く認識される

ようになった。現在、スペースガードを目的とした地

球近傍小天体(NEO)の発見を行うサーベイ観測は、米国

アリゾナ州を中心とした Catalina	Sky	Survey(口径

1.5m/ 口 径 1.0m/ 口 径 0.68m) や 、 ハ ワ イ の

Pan-STARRS(口径 1.8m)で成果が上がっている[2]。こ

れらの観測所では口径 1.5m を超える望遠鏡の集光力

と広視野カメラにより、30 秒程度の露出時間で 20 等

級より深い限界等級を実現し、NEO の発見を行ってい

る。一方、発見された NEO を追観測し、軌道を正確に

導出することもスペースガードでは重要である。追観

測では、対象となる NEO の動きが分かっている。この

ため、望遠鏡を NEO の動きに追尾させることで長時間

露光を行ない、限界等級を向上させることができる。

従って、追観測は比較的小型の観測装置であっても十

分に実施が可能である。しかし、これまで追観測の十

分な実施がアジア太平洋地域で行われていなかった。

そこで我々のグループでは、アジア太平洋地域の観測

所、研究者、アマチュア天文家に呼びかけ、アジア太

平 洋 小 惑 星 観 測 網 (Asia-Pacific	 Asteroid	

Observation	Network	-APAON-)の構築を行ない、この

地域での NEO 観測の充実を目指した。2013 年から呼び

かけを開始し、現在、APAON 参加者の国や地域は日本、

タイ、インドネシア、マカオ、台湾、中国、マレーシ

ア、ウズベキスタン、モンゴル、韓国、チリとなって

いる。APAON を構築することで、追観測における天候

リスクの低減や、多種多様な観測装置を用いることに

よる充実した科学観測が期待できる。また、スペース

ガード観測を通じたアウトリーチも行なうことも構想

している。APAON の活動を通じ、これまで以上にスペ

ースガードに貢献ができるようになると考えている

[3]。	
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